
（２）各年次

《1 年次》
努力目標（評価の観点） 具体策

(1)校則を遵守させ、定められた服装・頭髪をさせる。

(2)皆勤（精勤）を目標とさせ、 安易な欠席・遅刻・早退を させない。

(3)配慮を要する生徒への対応を常に意識した指導を行う。

(1) 予習－授業－復習の学習習慣を定着させるため、教科と　の連携を密にする。ま
た、家庭学習時間調査を常時行うこ　とで生徒の実態把握に努める。

(2) 定期テストに早期かつ計画的に取り組ませる。また、校内漢字テスト及び校内英語
テスト等の小テストにも全力で取り組ませる。

(3)　手帳を有効に活用することで、目標を明確に設定させ、見通しをもった学習に取り
組ませる。

(1)｢産業社会と人間｣や種々の行事、積極的な情報提供等を通して、自己理解の深化
を図るとともに、学問や職業理解に努めさせる。

(2)適切な科目選択ができるよう、進路サポートを活用し進路目標を確立させる指導を行
う。

(3)進路に対する意識を持たせるとともに、ポートフォリオ作成の習慣を定着させる。

《２ 年次》
努力目標（評価の観点） 具体策

(1)生徒に目標を持たせ、その目標に向かい生徒自らが努力できるための
具体的な環境作り（指導体制構築）を実現する。

(2)日常の挨拶、身だしなみ、ルール・マナーの遵守、期限や時間を守る
など、社会に出た際当たり前のように要求されることを徹底させる。

(1)授業を中心に据えて予習・復習などの家庭学習を習慣化させる。授業
や課題は小テストや定期テスト及び校外模試につながることを意識させ
る。

(2)手帳を活用することで自己管理能力や課題に気付く能力を身につけさ
せ、主体的に学習に取り組む態度を育成する。

(1)進路情報の提供と進路学習により、社会的・職業的に求められる資質
や能力を理解させ，進路目標を確立させる。

(2)校内インターンシップをはじめ，各種進路行事に積極的、計画的に参
加するとともに、自己の進路に関するプレゼンテーションを通して進路意
識の高揚を図る。

　学習習慣を確立させ、目標にあわ
せた学力の養成とその向上をはか
る。

　進路意識を育み、進路目標を確立
させるとともに、その実現に向け計
画的に挑戦させる。

　中堅学年としての自覚を持たせ、
堅実な学校生活を送らせる。

　社会へ出る準備としての高校生活
を常に意識させ、基本的生活習慣を
確立させる。

　学習を第一義とし、積極的な姿勢
で授業に臨ませ、家庭学習の励行に
努めさせる。

　総合学科への理解を深めさせ、進
路に対する意識を高める。



（２）各年次

《３ 年次》
努力目標（評価の観点） 具体策

(1)「自主自立」の校訓のもと、自ら考え、積極的に行動する態度を育成
する。学習や学校行事などの学校生活全般に渡りリーダーシップを発揮す
るとともに、下級生の模範となる学校生活を送らせる。

(2)「敬愛協働」の校訓のもと、自己を見つめることで、他者を敬愛する
心を育み、良好な人間関係を築かせる。

(1)「進取創造」の校訓のもと、自分づくりを念頭に置いた進路目標の設
定を通して、社会へ向けた視点を常に意識させ、自らの在り方・生き方を
考えさせる。

(2) 個人面談を繰り返し行うことで生徒の理解に努めるとともに、各教
科・各部(特に進路指導部)との連携により、組織的・計画的な指導により
生徒の進路実現を支援する。

a

　生徒一人ひとりの学力の伸長に努
め、個々の進路目標を実現させる。

 

　最高学年としての自覚を持たせ、
下級生の模範となる学校生活を送ら
せる。


